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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和4年2月1日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：黒川長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは､定刻になりましたので､ただいまから2月1日の原子力規制庁､定例ブリ

ーフィングを始めます｡ 

○黒川総務課長 報道官の黒川です。 

  お手元の広報日程に沿って説明をいたします。 

  あしたの委員会ですけれども、議題は4つです。 

  まず、1件目は、JAEAの次期中長期目標の策定ということになります。 

  JAEAの次の中長期目標、これは来年度から2028年度までの7年間の目標ですけれども、

一度11月の委員会で議論をしまして、その後、有識者の会議の意見も聞いて、今回もう

一度委員会に諮って目標案を了承するということになります。 

  あと、11月の委員会では、所管外、文部科学省とかの所管の部分についても意見を述

べていましたけれども、その点についての状況というのも報告されるという予定になっ

ています。 

  議題の2つ目ですけれども、免震構造に係る関係規則解釈の改正ということになります。 

  これも一度委員会で議論したものでありまして、免震構造について、規則の解釈とか

ガイド類を新しく定めるところですけれども、これは10月27日の委員会でかけていまし

て、その後、パブリックコメントをして、パブリックコメントの結果を受けて今回、改

正案を決定するというものになります。 

  次、議題の3つ目ですけれども、東京電力福島第一原子力発電所の中期的リスクの低減

目標マップの改定ということになります。 

  これは毎年1回、この時期に改定しているものでありますけれども、今回は第1回と書

いてありますように、改定のたたき台を示して意見を聞きまして、今月中に1Fの監視評

価検討会、今月に開催しますので、そこでも関係者の意見を聞いて、その後、もう一度

委員会に諮って決定するということの第1回目ということになります。 

  次が議題の4つ目ですけれども、地層処分において考慮されるべき事項の検討の2回目

ということになります。 

  先々週の委員会に1回目をかけましたけれども、その場で火山の専門家の意見を聞きま

しょうという検討方針案が了承されたことを受けまして、その意見を聞くという会合を

第1回、年度内にやりますということと、あと、意見を聞く、具体的に、この方とこの
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方とこの方ですという3名の専門家ですというのを報告するというものになります。 

  委員会は以上4つの議題であります。 

  その他の会合ですけれども、2月7日の（6）ですけれども、特定容器に関する審査会合

です。 

  議題は2つありまして、1つが、四国電力からの設計承認申請ということで、これは1

月17日の審査会合でも同じ議論をしましたけれども、そのときのコメントへの回答とい

うことになります。 

  2つ目が、原子燃料工業による設計承認申請ということであります。 

  これは新しい新生があったものでありまして、ウラン酸化物の輸送容器について、1

月に新しく申請がありましたので、それについてということになります。 

  次が、2月7日の（7）ALPS処理水の審査会合です。 

  週一ペースでやっていますけれども、今回は処理水の分析方法とか、希釈設備などに

ついての説明がある見込みと聞いています。 

  次が、2月7日の（8）第1029回審査会合です。 

  これは議題は2つありまして、いずれも関西電力の関係の、1月16日に審査会合をした、

そのときのコメント回答ということになります。 

  議題2つの1つ目は、大飯の3・4号機の火災感知器のバックフィットについての設工認

というのが1つで、2つ目は、高浜の1・2号機の使用済燃料ピットの未臨界性評価の変更

という案件についての設置変更、こちらは許可というものになります。 

  こちらからの質問は以上です。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 皆様からの質問をお受けします。いつものとおり所属と名前をおっしゃってから

質問のほうをお願いいたします｡質問のある方は手を挙げてください｡ 

  では、ヤマダさん、お願いします。 

○記者 新潟日報のヤマダです。 

  毎回すみません、柏崎刈羽の、先週、現地調査にいらっしゃいましたけれども、その

後の審査の進捗はどんな感じでしょうか。 

○黒川総務課長 特に何も遅れているとか、予定が立っているとか、そういうような情報

はないですけれども、一応、委員会の指示で審査は実務的に進めるということになって

いますので、そんなに遠からずだんだん出てくるのかなと思いますけれども、どちらに

してももうちょっと時間はかかると思います。審査書の形にまでは多分進めると思いま

すので、そうなるといろいろ実務的に文書をまとめる時間はかかるので、それなりの時

間はかかるかなとは思います。 

○記者 ありがとうございます。 

○司会 ほかに御質問はございますでしょうか。 
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  よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います｡ 

  ありがとうございました｡ 

 

－了－ 


